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応茉す活述の時代にあ‘lうち埓殊応天候蓑戎の．下て形戒されrーものであ乃う ．

今俊花葡岩迎疫の`旭形聞査においてば 、ての、大山厄お―ぷも‘坪出しの甜梵が里

遼氏深筵きなすもの_--cぁも．（／ 9St.4、I4)
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深川の木場に ついて
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rヵ｀というと淮れしもか‘一度に r右木ふ置く甘「か ．或 1=1..＃木屋 さん(/)

叉山ある街な叩ヽ」と甜芥の笥ど祝褒すゐ革 rごろう つ これば 、木t号の名葎か

からして怒匂こ号II~ の尤末も華で全くこの歪 （）、 だ）I I の木喝 9こ行 っ てみゐと

許立こ材木町歴と大う呑淑が掛、け てあり、禁泣にば大ざ尽貯水迎など もあ（）．

岳た製祈工湯もそ こて 、 1こみら汎~. ， 広い珀（） に 宮 ， 卜弓、‘) 7が＇も っ き り尽

l. Iこ封しい材木芯環んで任系して l＼も e こんな処が｀栄）1iの木透底 (J)tぁゐ・

でば 、 この木喝に 、 いつ漂か ら ， と• うして ::::::(J) 杯 に 打木が集められわ こ と

にほったのか．まt~ J/1 ~いう立疋子年との向株 ． 柁の差業と の 軒逹牲 氏 と.. .
木考の荏在について少し淫へ＜苔反ていと厄う ，

る 木1ちのア史的疲翌

木党 (J)£ll主と笈翌とを茄的にいえば ，`江ヤのア史と哭 にあって どいつても

ふ（＼．もっとも汝窓応江ヤのア宅ば今かわ 4 f o栢会早前の長禄元耳(/.ク＄7

．耳） ＼こ今 {J) 索芝 (J) 歴石が· ~;ぇ 0 il'L r::. li に臣つている•す怠わら授花固天里の

応 ．）朗東官頒と杉定正の家臣 ，太田翌還が ，閲東，葵砺の咀滑 にあた（）水菩

交面の硬＆演ねtそ商の迎であも：：： ℃ t発現し ，畏禄え耳 4月武‘萩野の一角

に江ヤ成さ考茶 Lrこので あなが ，歪落の淀双 3b 耳 ， 茨打に繋束して痢東の

厄翌 の市朽と届つ之 へその唸逹落の 死峻、江杉氏心比4第貧こ荻れて江ヤの繁紫

は小田 庚lこ祇（）冗ピI ?早 8 月（バ90 耳） ．徳） l澤哀JJ~• 閲東 J＼沖l の摂主‘乙し

--C江戸に居成を定めゐ翠て殆んと• さ c• 介し -C. L¥たが叢畏／ダ耳い6/3 耳）

V <L) 



~ / 図 江呆区把秒笈翌四
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家涜か症英大 埓翌ビ任辻‘ら汎 ごヽ ］こ業府と閉いてからというのが茫 芭 であら

う、

ところか木為す塔わも東克 におげ ゐ 材 木向座の発 生ばこ の袈族 の江戸威

裔築 1こ焼 8発しに も の であ 1;).ご の当時の 深 ）II＼と という と名莉設）ii'c稿 田）II

)：：：：疾主オLた 広茫了こる三角 洲IIlが＇その両河の水滑か ご 汎と浸し，町こし．＼ざし` 宮 ．

江 ヤの中央に 及ん「：：：：、当将 において哀京ば 江ヤ朋，妬に治 水 工華と宦零 政 衆の 一

っとして行った． しかるに 江戸~ば ， 亥喪）り 、 もれ 1 根 み） i いこふ（）放 回の水を 1 ..::.

兒群われ深）IIば一 娑 哭 し姦さ 荒痘の廷てぁ 1)人家もないオく鴨でゎつ こ この

来）IIの 茫辰 のア ／ぱ祇連国 j)ゞ ぅ 衰 って乗f：：：： 慈界わ任門か魚飼 3 b会名 名芋 ぃ

てこ の 期 1こ未 （） 並藩 の喪、＃と 業こし f.::.(f)くこの迎ば邁師印とし-(_栄え f::::.

その俊こ の深 ））1ば魚屋 、音 潤 向歴1]ヽ煽久 半 妄 半 烹 町 と して江ヤ市中に登逹を

荻命する採 lこ尽つ冗』 こ の 僚 ， 江ヤ戒菜｝こ紫し ， 叛刃~ 歪）ヽ＼bl 三 河 ，貶張，

悸羽の党 国か ら）じ李ぢ材木の成‘(）おし 、箕荷 ＼こ弼力しにものか＇ 梃長 II耳

C 1t13早）1こ痰戒源工抜その克 I'こ枢り芹内に悟 つ て材木病 さ 匡す李と評され、

こ '-iこ始めて要 団的＼こ孫（）住み 営覚 を径し f：：：：，

景初江窟閂日本堀初尽釘辺一需くあ っ rこか':．くこか＇尺ヽ災にあい ・との咳深）l¥

に万裂 さ汎f：：：： ものといわiしくいる。当時ば 篤所に多裏の菩硝金と女払ば底 Iy．爪

ば客業 が評さ爪氏 かつ了こ、

その援｀ ，深）1＼ p、訂本向歪 わしき様祖 と 巨っ た のは吼杞台耳 JK‘-C・, この緊点四

達 八逢の 病 か毅げら札，そこ， ここ＼こ貯JK廷も完成さ 、＼Li：：：：：. 〗月 浴＄ 耳 ， 箇念

一ー硝浜胃こ妓達む 、ヽ 南函さすしくからば炊沢 lこ交面が便利 ~ Q_ I)朋沼 27早 l:.:.

戸野 ，百森に 日本欽遠会社が嵌迫さ・殺が直に、材木立東北迎方か わ も合

んとん 広荷 される根に政つ f：：：→そして 本瘍心已旭に薬束 しfこ． て う底もと税

本の叙う 壷も 多く怠ゎにつれ問屋 Bll夜の規宅ば澱．裕 l:::..怠 ()営業許可杖応企 ず‘

か しく蹂（）本瘍円で の間 哀の ｀餃応 殴茫され念様＼こ怠つ た~

太正の初期改ばーあ弐（）笈妃もなが つ たが ．大正／ぇ早 I9:..1Jつて 剥東欠疾従

の1作 ．この刻も一誤 ］こ しく灰邊と稔つ fこか‘． 迎方 Iこ楚．廷とも っていち肉［表ェ

ての篠哭ぢ非常に平＜ ．辰茉 の夜美 lこ文 き怠役芯Il乞 果し fこ．

厄 和 に入って 特に今沢矢我、中 ば 物面坑Fl|r::.奴 （）， 祁木もその砕中に入

（）向歴 の営業ば 一応 中社状況1こ稔つ乞 ・裟保も逹告IIの丼点敬発さ 瓜 t・. 而和

2 ぷ耳にぷうゃ く 大疾前のぶ うな自 缶市喝が甕られも郡． l•こ 圭 つ了こ ＾

3, 束京の 悠近帯の立迎えll用
木兎 が 含II生の痰よ （） 耳々そ の築荷す念材木 の 翌 と適加し ．渚裔市渇に掟唸

(J)大き 乙役 目を果 して いね の凸本病のも っ 立蛇の大き径佼祖I'cも芳 策出系ゐ．

(/ 6) 



す捻 ＾わわ深） II の もつ虹形の特雨 ば ， 現圧て• も 一 児芭ェで殿登出采 ;Q. ，、とれ点

鸞 ll原7k路と蹂町1}に狭柔爪fく該単形の紐或の痢を中応，から砥穣 ）こ妬つだ下

半介ヵ、 角方 立 東深寃 Iこ面し 、矢`き苔荒)11のオ）レ・タと にあ つて T迎下 一尺近、

れ ば水か考く .J'l'.'..いう 打、な低平忌迎て・院）＼＼炭水究と忠 田 ）＼＼をつなく廿逗河が改

条に役り-らiじくい な ：：：： 9Aしか木焼 I]ば至稔如J¥忌色腔庶坪 の利 用で これら

か` ごとこ．． と（水笠 1こ効 し、れ木 こ芯 Iこ俎んて煮すの に． 或点貯水、地の利同 Iこ

さAtてい も』

¢ 現在 の木党の実急

（イ）町歴 の介布 介頚―-mい疇の分布 ば和号の癸哀のギ-<-.r:::.え和幻長

さ 丸セ（）収渇 しだりし ていも．痰在 の 町径が存在すね更図ば夕乙図の孤（）て•

ぁる 、

牙 Z的 甘木田屋夜製材工均介布図

. I i. l)—.こ\ ..... 5！が1f : 、m•.--r .l!•、 、 ／琴 名類／ぶ唸• I I T 7応旦I汀，竺王I/I 

（ノク）



::.. A．さ印目別にしにも のが 文 ／表であ わ、

東京本オ向屋垢合に加入し て いる町昼孜ヤ ／表
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向怒 Li．硬圧設材 lこ忠 （）大別 さ爪て いゐ．， 衷訂迂戸有祗

ると．針 葉劉問屋が昴 も多く 使記 rr.1径又 iい刑．和閂臣と呼 Lで いゐ ． ご •7) 刹．

に も厄杯 内厄 と太 うね狸 介 l)もあ ゐ 針葉甜肉保で ば．礼田 材 向屋 ，新 宕打

向屋，天謡材町屋 考荏迎＼こぶ り介r:-Cいゐか こ •(j） 存応廷吹 の 品憎j さ 殷 う店

広菜吋 外莉）•••こ 介 \J

庄芥 労内 <‘＼ぷ．あ各 り多く 丘い ，

¥l°') 打不、 の 、唸湖を党—ここで 丞べ‘も 弗 }\14 オヽ がどーの甜 ·:~;,1t一巡杢約のもと

に山苅 ぶ り消費者に遵ミ ALゐ か と玄 う革 てあも．

丁、紀の面（）で恥ゐ ． シ．3芭

妥ず‘その至 而 な 区し 示す と

木 符の流面`至器

(/ 8) 
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Cい庄荘釘・i山赳杯程亥 消笞君 m.:t.木希苔咲危、丈工写 t含む

木節の町歴の仕入汀釦よ山迎主荒者に尿た位入 1)•̀, ＇ 多い ． こ9AL貨 太元の店歴の

仏碇的区ものて 、延方にも 宴忠町臣以あちかその故も少なく羽国の衷合 iふゎ

菜り祐 <rよい ．そ ll心 木考の内屋ば釘ど広つ ても迎方江祈芍が 多`いので正疫

疫の杯逹家との酉姦瞑引か易く 又問陛内にば払在杯ともって白介の材木を

飯売 l． ていゐ者も いわ，：応こm 屋 と ,Ml ~八この 配辰についてみると内た ば仲育

裟杞キ ）こ即すの が通祐・(:-W百と町屋(/)区§ぃミ木遁の t廿庄の限ぷり!印清℃瓜っ

｀＼ゐ． 煎 rっm臣沿II衷t文倦l}I恙府の封遼釘吋鋭杢素に於rj―ゐ否渭忠昂llの一凜

てあつ 1こ・てあ ゐか ら内座と営rよむにな怒 て茅府の汗可 と）虻要とし Tこ．材本

間芝も仲買も．央に材 不 ＆菜と（／て生毛 l・（ いてーのてあたが延主え年 (/¢7U.

早） ＼こ l~ 方宮柱切の 杵＜丙名の 固 l '～いさ之 さかあり ， 江 ―戸餅l・老行沖 1 こ 泊があ

（）＿ その手1国の甜 果 r;fir内(_江戸布i□祐辰への旧豆を弁ナカ ものさ:：'{りて

仲百とし，山廷直仕切りさ gす活 い しく 醒どすわ ）とlfこ， こパ l這名

の 営業 目欠1が定立（） 今 日で -t・:f.の屈＼、1-3--.0つていなか‘̀ ";1 ~-cも賓禾 I.J'、 返

訓 -C•山方直仕切り l:l. 少 f入＜ ， 瑣穏箔＼こ呟茫し そ．い な悉 もあ（）、仲寄の・中にも

手広く宕茅~ l -C注迎紅森取引さし．―--(_いわ疱｛，及り AL1},

. Vヽ） 原木町厄に つ い て 一一 虎禾町磋ぢ柔 打 囮 屋 戸、；呼1芥 Atて い ・な 木為 困

では 「歪克芹＿禾褐町訊合 J 8: ~瓶していわ 、くの祖合 (/) JJ\J)ヽ浩 rふ ，3 0 名今

（） であるが、 この 中裟材策君 ｀切免業渚が¢登11で・吸（）の 々ti¥t):.‘充 禾と忽向と

すも老 -C · あ-Z;). 木塔虹ここの堺 lこ虎禾．茎者が 少い の l•よ

(/) 泣平：：：底つく夜木 の 熙宅愛が戒 じ製がし fこも のか多く 虔用されも杯1::.

底つ (:::.4

a) 戻本起捩 うのぷ ．製材品ぎ政うと（）．乏界：き）む要しすゐのて ，粕しくえ

木向差を始めも君が あま（）底い ，

B） 斡送の合理圧に史 lす -(L ＼ ねので•生差刻 ---C, 多詈の虎本さ製祈し -C. 広荷

してい も李氏とが君久われ念―．度 木-c.'「X、木喜 't:./キ ．秋田プ、ギ， 主征

プ、 ギ苺柘寂老 びが殺 わ れ 一袋距禾応あ弐 （）丘＼＼．

~ ) ヌI、打につ't＼ て一拓洋材 ．米材が含：氏もので ，ビ）し-:z.~｀ ）しネオ ．

づイリヅピン 、な とかわ南洋今ーカ材庄翰入し、米臣かわ沐杉＆砥入し て

¥ ¥'0. 粕 ， ソ 連材ば也耳（祁却 ~9 耳 ： ）醍函用とし -(Jy澄の酪入があっ f：：・
：：：：））しらの夕ロ材ば 木喬の由座でな且危，唆らものな gく大邦介が三井、三衰巨

との 大護本系の薪社が一もこ諭入し ，木焉内に即していな

は） 市売市危芍）I蔑ーーこの街II度が本莞因 tこ叉かけも森に gっ fこの lJ..詞鮮

々の



釦 し役の 孝で元季 lな大板 の材木詰君 の問 て行宜XL--Cいfこ しかゐ に最益＜ば

本家の大啄よ り東京の市茫市老会社 の方が活 呪と 呈 し・ 耳町苫蜀じて も捩 う

登 に ばるかに多 く なつて栄化． 市茫市労刹 度の特敬 g．金骸面が閂渚己季、

取引ゥ消1放的てあな手，広茄主 の愛圧受取 （）が早い こ と 瓜のであ念 ．

ぷ 窟掟の実怨℃木蛎の由屋

ー材木の窒迎ば袋が酉に於て応耽人とが山迎て• ある幸ば雨幻）固）てあ．ゐ

戒が回の山廷の麻をば酉危杯 民桓祈、こ欠別1 出来~ . 回角 存応回哀 の臣痙と

して哲理さ ヵしくいなもので ，戒 が堅 、杯笠面荏の 3I％さ占めて い芦そ の

分布ぷ 、北菟愛 ．東北 ．中郡 、四酉 丸汎いこ寃く益敬 中野に応 lyない， て

の位翌も背采山設を中 lに‘とすゎ宴山姦迎帝てあ 'i;).~の琵 社会内刹司 と玄．

う町歪立酉荻の主毛に浬々区食討の会交がある か‘ この和埜心尻IIとし＜酋角

杯か らの 耳的に広荷されゐ材木 の哩芯閤 3$()D万石て林野育の 哲認(/)邪翌宥

に存する宮．杯署か公売 蒋亮及炎元払下 げの方 亥 ＼こぼ、つて阪 甕さ｝いち 昭訂

23耳意 の司店訴I])瓜荀球を立ヤダ図の途（）てあ念 3 この図て孜ゐと咄院哭

ヤ必函 回考芥 の出荷敗亮

約が多 いの＇ぷ 問屋の賀金面の引 釘わ

p一紋釘こ 世の中が不` 況｝こ応っ て呪 仁

のて・材木の薪零か 1ゾくなって条 f：：：杉経

も惹 えわ ilな

図、角杯の材木が本危賃こ入租’ され 念も

の臼太蛎全祁、として 釘＄ ¢%位で ・大

概ば 、大阪 もも産の市 亮に出底され '<

顛死さずしてい含、

民栢謀瓜 ．中臣 並徽 ，東活此方 ）こ

多く • こ 1L を更に 、 公有 林 、 社．寺角 7外

払相 れに 江訓さ 介し含 ，民角可、沿和産二殺

流臼 晏 良訴棠廷喘 ＆餘い て ば祗 めて 含

玩て産出され~t尤K の 広席亜も 1ゾ怠＜

臣危杯の学介乃至 3 令の／肛であゐ·哀栢芥中特 に 払酒 ~Iこ於ては 、 疋方 1こ

在任すゐ山孫安が出蒋すもので ，大低の病合この 人毬ば白乙賀本＜製＃工場

き互老してい念のて ．乾品として棠病由厄 I'こ 踪 莞 ミれなか ヌ瓜廷殺威材

工渇 に販雙す令のて、刻方の中八 邪ヽ市の 惑営 r.::.杖ぷ合 をしていも ．

・尚残企のある喝合ば ｀大阪 名む匿の 市象こ出租 ：：：： ’i疇 1Jヽ， 或点 一条とめ

に：：：れて東花に江さ吼合、

（え 0)



奴に茫刻＆毛花の出街と 製材岳の虹荷ふいこみゐビ ，奴の評、応特骰が 現 ら

礼含へ

（／） 粥材の広荷昏が近耳叙っていわのば ，廷方に製打ェ疱が発蓬し fこ琵-C・

あな

¥Z) 表材の築別の出席詈点固頌林の介布汰`茫＼こ l念念` 苫し l¥. 

(3) 中粍廷方の素莉払租縣江大 1との瘍合 ，もも座の殺訂工f羞こ広荷さ］して

ぃで．

、（'It) 名も歴 ・ば姜怠色琢入し三く製芍乙し＜認出しくい含

c 製祈品と出布し｀冷惹名底菜！苓 ， 東北祁＜点款 •阻 中 存で• ぢ咽和蜀 ，

証我ては 和霰山であちが、これ癖の県心い叫tも出妊て庶森 しイ：：：環芥を

秋 団で ｛`喜代）！1 祖窓＼て立．季、砲川 ，紅］欧山で1ぷ葉野）i! を担行）li !.:::.，淑って，

それをハ煮整ふ 河口亥` 、に於て稟席 裂祈ざし z.'我音迎へ尤哀し -Ct¥

ち，尚飲遣こ恢ゐ痙山廷の哀出しば卜 U‘、Iコと和同すなか‘‘． 虹））lにて租

恣す否蚤も釦パ多い 、

ヽ未命 1こ笠めわ流 令万木、

太均の柾芍が翌去の r材本の街 j かわ 豆 し`‘く近茂立 市蛎会社の進出 lこぷ()

r材木の朽命」に夜つて釆 f：： 栖 -it1もみうALゎ，そ胤点市虎布透 1こ出茄ごれね

材木凸全国を廷かわ年つて条含ので、 窒 々祈、々硲材本の 理硬 となっ -(_t\~ 、

文 ，木疱かわ蒻入ミ乃砂5汁も，柴京又外、の・各滉に多詈：に比、慈：：： 、オし(l＼ゐの '

て ，益団の木惹 は、材木の築叙巽と Lく どの取引か宦苦視さ Aしてい念 ；

この森，1乞禾希か＇ 本、びの崇叙迎としての頌向が＇湊くほつ f::(/)な茨歪の発透 I:::_

とも fにつてヱつ fこ免象ともみう札含．即 ゎ本党も｝I王 の愛心、本瘍を南約し 1.＿こ

人珪 ＇点閉西の人が‘狛く槃つ／こいにので，色分の出力貶のものと敢、う苔濱があ

つfこのて ，大甥に入ゐ材，木も 町西方否 のものしか克愛 ryわれgかつた．

当待ば記対1 イ手葬あに（）のもの ほ低て江ヤ弐て＇ もつ ーこ束て現在の乱田）llの河

口にあたも袋妃沖1あfこ（）で船か 1う下 し衷こ伍み 閲田）Ilかoi¥、名和11，柚台

疵）1l｀盆）＼l宰 1こ入八爵7K沌1こ入礼 われた． 0月造の 路め茂 ll.日光 咲父 r. 
芭 方面の材木ぷえII祖 lll 鬼怨）l1，江ア）l!なとを流し木J烏に入らに．この頃

ば もっば＇わ汀）Ii(1)和1用のみてあ った ので実布さがゐ材木も可）1¥の喋戒のも

のど衷定さォしていに．

訊治末釈＼こ恢造が・急速に発逹してからば 関西材 1こだ（）愛北材が主こ環濶

されに•この頃ば採速の運袋が茫 く て約裟の方がばゐが1こ苓かつ f::::. ， 禾免 1こ

東北材が入ね怠こ厄ゐこっ汎，て 、肉缶 材Iさ大阪， 抑ヤと市病さ夜丸ゐ杯 Iこ氏
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ろ）そこ．

しかSI'こ径約げ食ば東京の悌、天 Iこ．どうしても大詈の材木を 1む零とした為 ，

衷 北祝だけで'(J:. '(:_うてい立に防わず 痢面．北陸姦と・、いづ‘れと，向わず‘?l<

茫両叔衷 8面し・‘． 木宛内に材爪さ流し込み築窟セす念姥菜 ‘乙なっ た・そ庁しが

今日造引さ環き名乗の各理の杯末が槃荷これていね、（梨房Il 稟祈•蚤図吟す ）

とこゎで大董の材木を要汀入力じる東京葬内の策祠釈ば 郊内 g汀竹中 ．景も

水吃両方面の立廷乞利用し了こ．ターミナ ）し 、スチ ーショ ＞の 恕田 釈が "5?'I肛

材木は耳間 1こ釘 3O万 屯 泌..t.てその大邦分凸共材もでその 9剌姿 か トラて ，

ヅワ で木渇 r.::翰澄冬さ丸ている、

タ＄酌 素京郡祖主要貨物釈 にお寸乙祖戸孟ば霰 の木材卦l着竪
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初木も．黄車 から下わさ分し 隅町llさ筏 lこ祖み ，木溌ぎて・流さ 1・心のてあな

双 1こ多いの立 、J＼ヽ 名木）ll双℃踪糸 印釈ぐ ．こ11心京惹とも木菱）こ益；し＼賃切釈

として文爪それ特点があ~ . 笥各荻の打木苔I\ 惹量咲ァ＄図の斑（）てあな

［毎芳〕埓糸町麻 1こおける手ii遼炭分類衰（ -'x'乙図〕

C参芳 J八ヽ 名本）ll釈，こお lヤる主起詰刹裾発迭汰況 C.ャ¢困J
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今f、 三望 Pマ1J ;z、•? 使翌玲

工業 委品 3.々 工業菜品

荏 砂ぶ°珪砂—

そ の 旭 I/ 2.s- :-,t の杞
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こ の他，木獨に磋って柴で材木岱外材とし＜

ダ．． から米杉．点）しネオ、 てラ 4 / /i ¥)ヅピ ンか 1う今ーク材が盆入さ XL念

がこれ苺屯秋んど‘原芥、であ Z.
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ア メ リカ の 大 平 埓 芹 及カヤ

＄． むすも‘

r材爪の領 J かわマ材木の市兌）に転じ fこ新しい程覧 (l)

捉てあ?;). しかゐ lこての ~Iこ ＼益江ヤ＄砂年のア菜と哭 lこ 来れる化、tか・ 1) ヽ ＇ー隊迎

じ．ピえず酢しい虹‘の 立＜虹‘ともつて迎亥的が業を蓄んでいわ＿

査や花究瓜と．， ぢ、この木希内の I弐人の 一保＆針て団IL．冗杯なもの て^，

深）II(/)木渇とね

払の預

こヽ て・

詫命と ぬそ うとする挙さ久 田難てあゐ、

しかし•この捻文の姿（）に 、今迄祖ぺ'<弟た革から して 、 旦尤されゐも()は

来）ll (/) 楚-~が木喝の発直こ 童君 怠役割をしめ --C. ＼ヽる 華で今俊 もこ の「材木の

祁名 _j1こ欠き区幣栄をもだらすので 稔→し＼已らうか． Jゞ.....t.（／グ＄6'¢:、／:S)
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